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論文審査の要旨











23例が ICPN、残りの 34例が non-ICPNに分類された。平均年齢は ICPN群が
69歳、 non-ICPN群は 74歳、男：女数は 14:9人、 15:19人、平均腫蕩径は 2.Bcm、
2.6cm、深達度 Tis+T1/T2+ T3は 14/9例、 13/21例、リンパ節転移陽性率は 6%、
43%、3年生存率は 91%、52%で、このうちリンパ節転移陽性率と 3年生存率に有
意差がみられた。 ICPNの細胞形質は胆道型 13例、胃型 8例、腸型 2例に分類さ
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